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＜道しるべ その３＞ 

紀元前の中国の思想家『孔子』

のことば 

『己の欲せざること、他

にほどこすことなかれ』 

＜学校教育目標＞ 
 自ら学び 自他を尊重し 
 心豊かでたくましい生徒の育成 
＜重点目標（スローガン）＞ 
感謝＋優しさ＝笑顔と幸せへの道 
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ゴールデンウィークも終わり、通常の生活に世の中戻ってきました。長崎市でもこのゴールデンウィーク中は、

各種イベントが行われ、アミュプラザ前の広場も多くの人で埋め尽くされた日もあったようです。今年のゴール

デンウィークは、物価高などの影響か、近場で楽しめることを選択したご家庭も多いとニュースでは報道してい

ました。皆さんは、どのような過ごし方をしたでしょうか。心を、体を休ませながら、楽しめたひと時になったでしょ

うか。 

さて、１学期が始まって１か月とちょっとですが、私も少しずつ学校の雰囲気や生徒の行動や授業の様子など

をつかめてきました。まだまだつかめきれないことの方が多いですが、校舎を回っていて、『素晴らしいな』と心

動かされたことがあります。それは、次の写真です。その１つめです。 

 

 

 

 

 朝、登校したときに、様子を見ていると、脱いだ靴を下足箱に入れるのですが、自然にかかとをそろえる生徒が

たくさん見られます。かかとをそろえることが習慣化している生徒が何人も存在するということは、素晴らしいこ

とです。そして、生徒一人一人が玄関のところで、元気よく挨拶をする姿も見られます。さわやかな丸尾中学校

の朝の光景です。 

 次の写真は、ぞうきんをかけて干すところです。 

何か気づいたことはありませんか？ぞうきんが、 

きちんとそろえて干されています。私も教員生活 

35年以上経ちますが、これほどきれいにそろった 

ぞうきん掛けは、初めてです。学級担任のころは、 

そろわないぞうきんを、一つひとつそろえていた毎日を思い出します。自然とこうなるというのは、習慣化された

素晴らしい結果です。今後も、続けてほしいことの一つです。 

 続いては、廊下の風景です。もちろん、廊下に設置さ 

れているロッカーの様子です。下足箱、ぞうきん掛けと 

同様に、置いているものが、きちんと整理整頓されてい 

ることに気づきます。これまでの経験上、新年度になっ 

てすぐは、整理整頓されているのですが、２～３週間経 

過するとできていた整理整頓が徐々にばらばらになることが多いのです。しかし、１か月を経過した今も、きちん

と整理整頓ができているということは、自然に自分の持ち物をきちんと管理している証だと感じます。 

 最後に紹介するのが、教室のロッカーの中の様子です。中学校は、教科書 

も大きく、厚く、ワークなどの補助教材もあるので、各教科の授業にも時間 

がかかります。加えて、プリントなどもたくさん配付されるので、ファイルの整 

理がされたファイルであれば、授業でも使いやすいですよね。このように 

教科書類を整理整頓して入れてけば、授業の準備もいち早くできると考え 

ます。 

  

 

揃える→揃う→凡事徹底 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

これまで紹介してきたことは、時間をかけずにできる『簡単なこと』だと思います。揃え終わったとき、

揃えられた状況が目に入ってきますが、その時にどのような気持ちになるでしょうか？きっと心地よ、さ

わやかで、良い気分になると私は考えます。これが、一人二人と少ない人数ではなく、多くの人が『ちょ

っとした時間を使ってそろえる』ようになれば、私たちの学習環境は格段によくなり、皆の心も心地よく

さわやかな状況になり、皆がさわやかで、すがすがしく、皆の心が落ち着いた状況が生まれると私は思い

ます。簡単にできることを、取り組み続け、それを徹底する。これを『凡事徹底』と言いますが、その実現

は、さわやかな笑顔になる学習環境を構築し、学力向上につながり、行く行くは、自分の幸せをつかむチ

ャレンジ（challenge）につながるはずです。 

凡事徹底（ぼんじてってい） 

 凡事徹底とは「なんでもないような当たり前の事を徹底的に行うこと」または「当たり前のことを他人

の追随（ついずい）を許さないほど極（きわ）めること」という意味です。皆さんは学校生活の中で、ま

たは家庭生活の中で「何でもないような当たり前のこと」と言われて、何を想像するでしょうか？「何で

もないような当たり前のこと」＝「簡単な心がけで達成できること」と考えると校内生活でもいくつか思

い浮かぶのではないでしょうか。 

上記のことも含めて、私たちの可能性を広げ、徹底することで、心すがすがしく、笑顔と幸せな気持ちに

する『凡事徹底』を整理してみました。 

○あいさつをする。           ○姿勢を正す。     

○トイレのスリッパを並べる。      ○教室を離れるときに窓やドアを閉める。  

○咳エチケット             ○下足箱の靴のかかとをそろえる。     

○公共の場では、騒がない。       ○下校するときには、教室の窓を閉める。  

○時間を守る（わずかな時間を大切にする） 

などたくさんありますね。 

 

素敵な大人になる方法（素敵な言葉集から） 

・ワクワクする気持ちを大事にする。 

・自分をほめて自分を好きになる。 

・損得勘定を少なめに。 

・こども心を忘れない。 

・他人と比べない。 

・謝罪と感謝を素直に伝える。 

・自分を知って自分を信じる。 

・いくつになっても勉強する。 

・いくつになっても夢をあきらめない。 

・たくさん挑戦してたくさん失敗する。 

・目配り気配り心配りができる。 

・人の幸せを素直に喜べる。 

・居場所をたくさん作っておく。 

・お金を経験と勉強に使う。 

・今日一日を大切にする。 

私が目にする言葉集の中に親子で話題にしてほしい言葉

集を選んでみました。生徒の皆さんだけではなく、保護者

の皆さんもお子様と一緒にご覧いただき、素敵な大人にな

るための方法を振り返ってみてはいかがでしょうか？ 短学活の様子です。姿勢が良いですね！ 


